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B.業績の解説
１．Doval の研究
楕円の一般化としてのデカルトの卵形線（厳密に定義すると(点と円からの距離の比が一定な曲線）)

を考察し、 その定義方法の確立、短軸等性質の一般化、さらに、2014 年 ICGG 国際会議にてデカル
トの卵形線の内外分枝を Doval と命名使用

Doval の空間化反転 4 次曲面の導出、Doval の無限曲線への拡張 Chocoid、Tajicoid の定義の発見とそ
の CG 化
を行う。
２．その他の研究
①黄金比の高次元への拡張
②素数の一般化：外異数の定義と数表の導出
③支持関数による魚形状を表す式の発見と CG 化
④電子顕微鏡の電子レンズの解析
⑤ Internet コントロールプログラムの開発研究
⑥高校時間割作成支援プログラムの開発
⑦放射線被曝線量計算のマネージメント
①その他定理発見多数
以上
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5）蛭子井博孝；”デカルトの卵形線の曲率円”；図学研究､ 19 号､ 1976 年 9 月
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10）プレストン、藤田、蛭子井（文責）、片上；”ＤＳ８６覚書”；放射線影響研究所覚書 1989 年 3
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37）蛭子井博孝；”卵形線の構図を膨らませた反転４次曲面”；自費出版
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度年会、幾何学分科会、京都大 3 月
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